














































【正解と解説】

●問題Ⅲ-1
正解は②
アンペールの周回積分の法則より、円筒内部では閉曲線内に電流が含まれないため磁束密
度は0となる。外部では全電流1Aを囲むためμ0/(2πx)となる。

●問題Ⅲ-2
正解は⑤
鉄損のうちヒステリシス損は周波数に比例し、渦電流損は周波数の2乗に比例する。周波
数との比例関係が逆に記述されているため、⑤が最も不適切となる。

●問題Ⅲ-3
正解は③
極板間の電界の強さはV/(2d)である。マクスウェルの応力の公式より、単位面積当たりの
引力は(1/2)ε0 E^2 = ε0 V^2/(8d^2)となる。

●問題Ⅲ-4
正解は①
電磁波の伝搬速度は誘電率の平方根に反比例する。周波数が一定のとき、誘電率が小さく
なると速度が増加して波長は長くなるため、短くなるとする記述は誤りとなる。

●問題Ⅲ-5
正解は③
R2と(R3+R4)の並列回路とR1による分圧を求め、さらにR3とR4の分圧比を乗じる。式を整
理すると、端子電圧Vは選択肢③の式として導出される。

●問題Ⅲ-6
正解は①
負荷抵抗RLの消費電力はRL V0^2/(R0+RL)^2で表される。最大電力供給条件よりRL=R0のと
き消費電力は最大となり、その値はV0^2/(4R0)となる。

●問題Ⅲ-7
正解は③
重ね合わせの理を用いる。電圧源Eのみによる電流はE/(R1+R3)であり、電流源Iのみによ
る電流は分流則よりR1 I/(R1+R3)となるため、合計は選択肢③となる。

●問題Ⅲ-8
正解は⑤
初期電流はE/Rであり、スイッチ開放後の定常電流はE/(r+R)である。時定数L/(r+R)で指
数関数的に定常値へ漸近するため、選択肢⑤の式となる。

●問題Ⅲ-9
正解は④
スイッチ接続直後の放電電流はV0/Rであり、電圧の傾きはV0/(RC)である。RC直列回路の
時定数はRCであり、時定数経過時のコンデンサ電圧はV0/eとなる。

●問題Ⅲ-10
正解は①
電磁誘導の法則および相互インダクタンスの定義より、2次側が開放されているときに誘
導される端子電圧はV2 = jω M I1となる。

●問題Ⅲ-11
正解は②
各周波数におけるインピーダンスの2乗の差をとることで抵抗成分Rを消去する。インダク
タンスLについて解くと、選択肢②の式が正しく導出される。

●問題Ⅲ-12



正解は①
直列共振周波数f=1/(2π√(LC))より静電容量Cを計算すると約1pFとなる。またQ値はω
L/R=(2πfL)/Rに各値を代入して計算すると約157となる。

●問題Ⅲ-13
正解は①
速応励磁方式は、事故時に内部誘起電圧を急激に上昇させて送電電力を増やし、発電機の
加速エネルギーを減少させて過渡安定度を向上させるため、①は不適切となる。

●問題Ⅲ-14
正解は②
基準電流を求め、事故点までの合成パーセントインピーダンスの大きさ約0.224puで除算
して短絡電流を計算する。その大きさは約3.92kAとなる。

●問題Ⅲ-15
正解は③
1相あたりの相電圧と等価直列インピーダンスから二次電流を求める。機械出力の公式3×
I2'^2×(r2'/s)(1-s)に代入して計算すると、約6.64kWとなる。

●問題Ⅲ-16
正解は③
一次接地形・二次Δ形のA回路では零相電流がΔ内を循環できるためjXT+3RNとなる。二次
非接地形のB回路では零相電流が流れないため無限大となる。

●問題Ⅲ-17
正解は④
微風振動の振動エネルギーを吸収するのはダンパの役割である。アーマロッドは支持点付
近の電線を補強して応力集中や疲労を防ぐ部材であるため、④は不適切となる。

●問題Ⅲ-18
正解は④
ヒートポンプの効率指標は成績係数（COP）と呼ばれ、電気入力に対する有効加熱熱量の
比で定義される。投入電気量以上の熱を汲み上げるため通常1を大きく上回る。

●問題Ⅲ-19
正解は②
回転速度1500min^-1を角速度に換算すると50π rad/sとなる。出力はトルクと角速度の積
P=Tωで求まるため、10×50π=500π Wとなる。

●問題Ⅲ-20
正解は②
IGBTの導通損失1225Wと、導通率0.3となるダイオードの導通損失570Wを計算する。両者を
足し合わせることで、全体の定常損失は1795Wとなる。

●問題Ⅲ-21
正解は④
負荷インピーダンスの絶対値は√(4^2+3^2)=5Ωとなる。電流実効値は100V/5Ω=20Aとな
り、皮相電力はS=VI=100×20=2kVAとなる。

●問題Ⅲ-22
正解は⑤
積分制御（I制御）は偏差を時間積分して制御出力を出し続けるため、定常偏差をゼロに
除去する効果を持つ。定常偏差が大きくなるとする記述は最も不適切となる。

●問題Ⅲ-23
正解は①
理想オペアンプの特性として、差動電圧利得（開ループゲイン）は無限大である。他の選
択肢は帯域幅、入力・出力インピーダンス等の数値設定が誤っている。



●問題Ⅲ-24
正解は②
オペアンプの仮想接地によりダイオード電流はvi/Rに等しくなる。ダイオードの順方向電
圧降下が-voとなる関係から整理すると、選択肢②の対数増幅特性が得られる。

●問題Ⅲ-25
正解は③
プルダウン側のnMOS網は(A・B)と(A_bar・B_bar)の並列接続であるため、導通条件は
AB+A_bar B_barとなる。出力fはその否定となり、A B_bar + A_bar Bとなる。

●問題Ⅲ-26
正解は④
各ゲートの入力信号の論理積を整理し、論理和をとって簡単化を行う。冗長項を吸収して
論理式をまとめると、出力fはB・C + A・Cとして導出される。

●問題Ⅲ-27
正解は②
パリティ検査行列Hと受信ベクトルyの積をmod 2で計算する。シンドロームs=Hy^Tを行列
演算により算出すると、[0, 1, 0]が得られる。

●問題Ⅲ-28
正解は①
接頭辞条件を満たす瞬時復号可能な符号はC, D, Eである。平均符号長を計算するとCとD
がともに2.3ビットで最小となるため、X={C, D, E}, Y={C, D}となる。

●問題Ⅲ-29
正解は⑤
片側指数関数のフーリエ変換の定義式に従い、0から無限大まで積分を実行する。1/(a+j
ω)となり、選択肢⑤が適切となる。

●問題Ⅲ-30
正解は③
畳み込みのスペクトルは積となり最高周波数は20kHzのため40kHz以上が必要となる。時間
積のスペクトルは畳み込みとなり最高周波数は60kHzのため120kHz以上が必要となる。

●問題Ⅲ-31
正解は②
ダイレクトコンバージョン方式は、中間周波数を用いずに受信高周波信号を直接ベースバ
ンド信号に周波数変換する方式であるため、変換しないとする②は不適切となる。

●問題Ⅲ-32
正解は⑤
雑音指数Fは入力SNRと出力SNRの比(Si/Ni)/(So/No)で定義され、利得G=So/SiよりNo/(G 
Ni)と表される。Fの値が小さいほど受信機の雑音特性は良好となる。

●問題Ⅲ-33
正解は⑤
多値変調では多値数が増加するほど信号点間距離が狭まり誤りやすくなる。同一電力下で
は16QAMの誤り率が最も大きく、BPSKが最も小さいため⑤は不適切となる。

●問題Ⅲ-34
正解は①
n型から電子、p型から正孔が拡散することで空乏層が形成され、n型側が正、p型側が負に
帯電する。これにより拡散を阻止する向きの内蔵電界と拡散電位が生じる。

●問題Ⅲ-35
正解は③



CMOSインバータは2個のMOSで構成される。入力が1のときnMOSがオン・pMOSがオフとな
り、入力が0のときnMOSがオフ・pMOSがオンとなることで反転出力する。


